
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は

　

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
に
よ
っ

て
、
複
数
の
公
共
交
通
や
そ
れ
以
外

の
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
ま
た
い

だ
移
動
ル
ー
ト
を
検
索
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

予
約
や
運
賃
の
支
払
い
は
、
い
ま
だ

に
各
事
業
者
に
対
し
て
個
別
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
マ

ー
ズ
）」
は
、
利
用
者
の
移
動
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
最
適
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
組
み
合
わ
せ
、
手
元
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
検
索
・
予
約
・
決

済
等
ま
で
一
括
し
て
行
え
る
よ
う
に

し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上

や
、
移
動
の
効

率
化
を
狙
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
を
い
い
ま
す

（
図
２
）。

　

Ｍａａ
Ｓ
は
、

私
た
ち
の
暮
ら

し
を
大
き
く
変

え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
普

及
す
る
と
、
交

通
手
段
の
選
択

肢
が
拡
大
し
、

マ
イ
カ
ー
を
持

た
な
く
て
も
気

軽
に
便
利
に
移
動
で
き
る
環
境
が
整

備
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　近年日本では、交通インフラに関するさまざまな課題をかかえています（図１）。問題を解決するサービスと
して、MaaS（Mobility as a Service）という新たなモビリティサービスが注目され取り組みが始まっています。

2020年のキーワード②
次世代の交通MaaS

（Mobility as a Service）

図 ２　MaaSによるサービスのイメージ

図 １　日本の交通インフラがかかえる課題

出所：国土交通省ホームページをもとに当社作成出所：国土交通省ホームページをもとに当社作成

従来型の個別に検索・予約・決済を行う場合

MaaSにより一括して検索・予約・決済を行う場合

利用者
サービス毎に個別に検索・予約・決済する

利用者
サービス毎に個別に検索・予約・決済する

目的地

出発地
移動手段だけでな
く、目的地での飲
食や体験も付加
することも可能に。

自動車の運転業務の人手不足問題
全職業平均の約2倍

悪化する公共交通機関の収支状況

出所：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成

資料：国土交通省鉄道局調べ
（平成30年度）

資料：国土交通省自動車局調べ
（平成29年度）

H29年度  全職業平均
有効求人倍率

（常用パートを含む）

H29年度  自動車の運転業務
有効求人倍率

（常用パートを含む）
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慢性的な道路渋滞

その他日本の交通インフラがかかえる課題点一覧

基準所要時間
すいているときの走行時間

約80億人・時間

損失時間
混雑で余計にかかる時間

約50億人・時間

1人あたり約100時間
1人あたり約40時間

○高齢者の免許人口の増加
○自動車交通の環境負荷（CO2 排出量など）
○訪日外国人旅行者数の増加
○都市圏の交通過密
○地域交通（地方バス、離島航路、地域鉄道支援等）の
　確保に関する特別交付税交付額の増加

出所：渋滞損失時間はH24年度プローフデータ、人口は総務省統
計資料（H24.10）

○1人あたりの年間渋滞損失時間は約40時間で、乗車時間（約
100時間）の約4割に相当

地域鉄道事業者経常収支 一般乗合バス事業者経常収支

黒字 赤字

69％72％



Ｍａａ
Ｓ
の
事
例

　

国
土
交
通
省
は
２
０
１
９
年
６

月
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
、
新
し
い
モ
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
支
援
す

る
「
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進

事
業
」
で
、
全
国
の
牽
引
役
と
な
る

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
「
先
行

モ
デ
ル
事
業
」
を
大
都
市
近
郊
型
・

地
方
都
市
型
、
地
方
郊
外
・
過
疎
地

型
、
観
光
地
型
の
各
地
域
類
型
ご
と

に
評
価
し
、
19
事
業
を
選
定
し
た
と

発
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
の

京
都
府
で
行
わ
れ
て
い
る
地
方
郊

外
・
過
疎
地
型
の
事
例
を
二
つ
紹
介

し
ま
す
。

京
都
丹
後
鉄
道
沿
線
地
域

に
お
け
る
取
り
組
み

　

２
０
２
０
年
２
月
10
日
に
Ｗ
Ｉ
Ｌ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
㈱
、
京
都
府
が
全
体
統
括

を
す
る
京
都
丹
後
鉄
道
沿
線
地
域

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
協
議
会
は
、
京
都
府

と
兵
庫
県
の
北
部
で
Ｍ＊

ａ
ａ
Ｓ
ア
プ

リ
「
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
を
活
用

し
た
次
世
代
移
動
サ
ー
ビ
ス
「
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
」
の
実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た

（
図
３
）。
Ｑ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
、

ア
プ
リ
な
ら
び
に
Ｑ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
か

ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
沿
線
地
域
で

利
活
用
す
る
実
験
で
、
区
間
乗
車
に

対
応
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
即
時

決
済
機
能
は
国
内
で
は
初
の
取
り
組

み
と
な
り
ま
す
（
図
４
）。

　

同
推
進
協
議
会
は
Ｑ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
区
間
乗
車
を

含
む
す
べ
て
の
交
通
お
よ
び
周
辺
施

設
で
の
決
済
を
ア
プ
リ
で
可
能
と
し

て
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
取
得
し

た
デ
ー
タ
を
地
域
ニ
ー
ズ
に
根
ざ
し

た
新
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
や
地
域

計
画
に
役
立
て
る
と
し
て
い
ま
す
。

南
山
城
村
に
お
け
る

実
証
実
験

　

南
山
城
村
は
府
内
唯
一
の
村
で
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し
、
交

通
事
業
者
が
撤
退
す
る
な
ど
多
く
の

課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
確
保
や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の

実
証
実
験
が
２
０
２
０
年
２
月
13
日

～
３
月
31
日
に
京
都
府
や
南
山
城
村

な
ど
に
よ
っ
て
南
山
城
村
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
運
行
し
て
い
た
既
存
の

鉄
道
や
バ
ス
に
加
え
、
新
た
な
交
通

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通

（
村
内
の
ど
こ
で
も
自
由
に
乗
降
で

き
る
村
内
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
、
道
の

駅
や
鉄
道
駅
を
結
ぶ
村
外
移
動
サ
ー

ビ
ス
）
と
月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線

の
運
行
を
開
始
。
こ
れ
ら
を
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
ア
プ
リ
「
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
に

て
予
約
可
能
に
し
ま
し
た
（
図
５
）。

　

こ
れ
に
よ
り
既
存
の
村
営
バ
ス
の

再
編
や
自
家
用
有
償
運
送
等
の
導
入

に
よ
る
村
内
の
交
通
網
整
備
に
合
わ

せ
、
こ
れ
ら
の
交
通
網
と
Ｊ
Ｒ
関
西

本
線
等
と
も
組
み
合
わ
せ
、
シ
ー
ム

レ
ス
な
移
動
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

図 3　MaaSアプリ「WILLERS」イメージ図



ま
と
め

　

こ
の
よ
う
に
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
交
通

サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

病
院
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
予
約
な
ど

あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
分
野
と
の
連
携

に
よ
り
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
括

化
さ
れ
、
た
と
え
ば
高
齢
者
の
方
の

外
出
へ
の
抵
抗
感
が
低
下
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
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楢
舘
孝
寿
）

研
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能
勢
央
典
）

■
参
考
文
献
・
Ｈ
Ｐ

・
国
土
交
通
省

・
総
務
省

・
南
山
城
村
Ｈ
Ｐ

・
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
㈱

・
京
都
丹
後
鉄
道
沿
線
地
域

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
協
議
会

＊
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ「
Ｗ
Ｉ
Ｌ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」は
、人
口
減
少

や
高
齢
化
な
ど
が
も
た
ら

す
社
会
課
題
解
決
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

㈱
が
提
供
し
て
い
る
ア
プ

リ
。現
在
は「
ひ
が
し
北
海

道
エ
リ
ア
」、「
京
都
丹
後

鉄
道
沿
線
エ
リ
ア
」と「
南

山
城
村
」で
使
用
で
き

る
。鉄
道
や
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
通

手
段
を
一
括
し
て
検
索
・

予
約
・
決
済
が
可
能
で
、デ

ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
や
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
に
よ
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュレ

ス
か
つ
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
で
利

用
可
能
。ま
た
、休
日
な
ど

の
お
出
か
け
や
観
光
の
際

に
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
予

約
も
可
能
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
と
し
て
、英
語
・
中

国
語（
繁
体
字
）に
も
対
応

し
て
い
る
。

図 4　京都丹後鉄道沿線地域での地方郊外型MaaS事業におけるQRシステム導入イメージ

図 5　南山城村における地域交通再編の実証実験

出所：京都丹後鉄道沿線地域MaaS推進協議会。資料に※画像を当社にて追加

出所：南山城村HP


